
■
公
明
党

名
取　

國
士　
議
員

「ボランティア専用」ごみ袋の考えは

現行のごみ袋の提供でボランティア活動を支援市長

本市のごみ袋は、「燃えるごみ」と「燃えないごみ」はあるが、「ボ
ランティア専用ごみ袋」がないとの市民の声がある。ボランティア専用の
ごみ袋についての考えを聞く。

市では、市民の皆さまによる自主的な環境美化活動を支援するため、

各地区一斉河川清掃や地域独自で行われる清掃活動に使う場合のごみ袋は、事

前申請により、ごみ袋の無料配布を行っている。これまで担当課では、近隣自治体のボランティア専用ごみ袋を調

査した経緯もあるが、専用袋は製造単価が高くなることから、当面は現行のごみ袋の提供で、ボランティア活動を

支援する考えである。

市長

名取

災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ
け

小
さ
く
す
る「
減
災
」の
取
り
組
み
は

学
校
施
設
の
耐
震
化
は
、
平
成
22
年
度
で

す
べ
て
の
校
舎
、
体
育
館
の
耐
震
化
が
完
了
し
て
い
る
。

施
設
の
天
井
や
照
明
器
具
な
ど
も
、
災
害
発
生
時
に
被
害

を
減
ら
す
た
め
、
今
後
、
国
が
提
示
す
る
指
針
を
参
考
に

被
害
防
止
策
を
講
じ
る
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
、
小

中
学
校
で
は
、
地
震
の
規
模
に
合
わ
せ
た
児
童
・
生
徒
の

保
護
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ

た
学
校
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
指
示
す
る
な
ど

減
災
に
向
け
た
取
り
組
み
を
指
導
し
て
い
る
。
な
お
、
そ

の
他
の
公
共
施
設
も
今
後
、
計
画
的
に
大
規
模
改
修
な
ど

で
減
災
対
策
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

文
部
科
学
省
の
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
構
想
に
よ
り
、
本
市
の
公
共
施
設
の
大
半
が
耐
震

化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
か
ら
９

の
東
海
地
震
や
東
南
海
地
震
が
き
て
も
、
果
た
し
て

屋
内
設
備
は
安
全
な
の
か
疑
問
が
あ
る
。
国
の
基
本

方
針
で
も
災
害
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能
で
、

被
災
し
て
も
人
命
が
失
わ
れ
な
い
こ
と
を
最
重
視
し
、

経
済
的
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
「
減
災
」

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

教
育
長

名
取

計
画
的
な
大
規
模
改
修
で
対
応

教
育
長

地域ボランティア団体（ヒューマンクラブ）

釜無川スポーツ公園ごみ拾いの様子

一般質問

この事業は、平成 22 年度から平成 24 年度ま

での 3か年を期間に、国の補助事業として実施している。

しかし、国の方針変更があり、本年度から新たな「地域

公共交通確保維持改善事業」に見直し統合され、来年度

は補助対象とはならない。そこで本市地域公共交通総合

連携計画に基づく実証運行事業は、市が負担していた予

算の枠内で事業を縮小し、事業継続する考えである。

こ
の
協
議
会
は
、
市
内
の
公
立
保
育
園
お
よ
び
公
立
幼
稚
園

の
将
来
に
係
る
事
項
を
協
議
す
る
た
め
、
平
成
22
年
７
月
に
設
置
し
た
。

会
議
は
、
こ
れ
ま
で
５
回
開
催
し
て
お
り
、「
保
育
園
・
幼
稚
園
の
現
状

と
課
題
」、「
保
育
園
の
将
来
定
員
」、「
保
育
園
・
幼
稚
園
の
統
廃
合
と

民
間
委
託
」、
ま
た
、「
竜
王
地
区
の
建
て
替
え
と
将
来
計
画
」、「
敷
島

庁
舎
の
跡
地
利
用
」、「
民
業
圧
迫
に
つ
い
て
」
な
ど
を
協
議
し
検
討
し

て
き
た
。
今
後
、
早
急
に
全
体
計
画
を
ま
と
め
、
よ
り
具
体
的
に
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
颯
新
ク
ラ
ブ

坂
本
　
一
之
　
議
員

公共交通実証運行事業の来年度以降の計画は

保
育
園
幼
稚
園
の
将
来
計
画
協
議
会
の

状
況
は

補助事業は廃止されるが、予算の枠内で事業継続市長

こ
れ
ま
で
５
回
協
議
会
を
開
催
し
整
備
計
画
を

協
議
検
討
し
て
い
る

市
長

平成 22 年度から 3 年間の予定で行ってきた公共交通実証運行事業が、
平成 23 年度末で、国の補助金が打ち切られることになった。この事業は、交通空
白地帯の解消や高齢者の移動手段を確保するなどを目的に行われてきた事業であ
り、国の補助金がなくなるからといって、事業廃止すべきではない反面、1 年半の
利用状況や市民アンケートの内容を基に、見直さなければならない点もある。そ
こで、本事業の来年度以降の運行計画を聞く。

坂本

市長

昨
年
設
置
し
た
「
保
育
園
幼
稚
園
の
将
来
計
画
協
議
会
」
で

の
議
論
の
状
況
は
。

坂
本

市
長

関
係
者
に
対
す
る
説
明
会
は
、
１
月
以
降
に
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
協
議
会
の
協
議
を
基
に
、
竜
王
中
央
保
育
園
の
建
て
替

え
が
本
年
度
行
わ
れ
、
来
年
度
に
は
、
竜
王
東
保
育
園
が
移
転
に
よ
り

整
備
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
が
、
関
係
者
、
隣
接
者
な
ど
の
地
元
説
明
会

の
考
え
は
。

坂
本

福
祉
健
康
部
長

公共交通実証運行事業「甲斐市民バス」

一般質問
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